
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

１２月の行事予定 人は「できる」とか「したい」と 
思う分だけ実現できるものだ   

校長 赤羽 広美 
 きれいに灯されたイルミネーションをあちこちで見か
けるようになり、今年も年末が近いことを感じさせてく
れます。 
 表題の言葉は、ケンタッキーフライドチキンを創業し
たカーネル・サンダースの有名な言葉です。カーネル・
サンダースは、貧しい家に生まれ、若いころからペンキ
塗りや軍隊、鉄道員、弁護士の助手、保険業等さまざま
な仕事についたそうですが、どんな仕事をしても「大切
なのはベストを尽くすこと」の信念をもって働いていた
そうです。ガソリンスタンドで働いていた時には、おな
かをすかせているドライバーのためにレストランを開業
することを考えました。そのお店で人気だったのがフラ
イドチキンです。何度も何度も改良を重ね、１０年以上
も研究した独特の製法と味付けのフライドチキンは、大
評判だったと言われています。しかし、近くを通ってい
た高速道路が移転し、客足が途絶え、お店を手放すこと
になってしまいました。カーネル・サンダースはそれで
もあきらめることなく、自分のフライドチキンをいろい
ろなレストランで出してもらおうと、車でアメリカ中を
一軒一軒訪ねて回ったそうです。持ち帰りができるケン
タッキーフライドチキンは、あっという間に大人気にな
りました。 
カーネル・サンダースは、何歳になっても努力を惜し

まない、どんなに失敗をしてもチャレンジする心を忘れ
ない人でした。カーネル・サンダースが亡くなってから
４４年が経ちますが、「挑戦してみる」ことの大切さは
今も変わりません。『人は「できる」とか「したい」と
思う分だけ実現できるものだ』の言葉は、私たちにあき
らめずにチャレンジすることの大切さを教えてくれてい
ます。どんなときにもベストを尽くし、「やってみる」
「挑戦してみる」という気持ちをこれからも持ち続ける
こと、子供たちには、そういう気持ちをもって、これか
らも夢に向かってチャレンジしてほしいと願っていま
す。 

１２月発行の第９号を最後として、学校便りの紙版での配布を終了いたします 
 今まで、紙版、ｅメッセージでのメール配信、ホームページへの掲載、というように、学校便
りを３通りの方法で配布をしてまいりましたが、１月発行の第１０号から紙版の配布を終了い
たします。今まで通り、ｅメッセージでの配信、ホームページへの掲載は行います。地域への
学校便りの紙版の回覧も同様に、第９号を最後といたします。 
紙版をご希望の方には、川田谷小事務室前に用意しておりますので、お声がけください。 


